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1．事業の概要
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◆30年度実施内容
　地域活動を通じ、女性問題の解決・女性の地位向上と各種の地域活動へ男女がともに積極的に参画できるよう、男女共
同参画社会形成の一層の推進を図るとともに市内女性団体相互の融和と活性化を図るため、ウィメンズネットこまきに事
業を委託した。
・男女共同参画フォーラム in こまき＆ワイワイっとまつり（256人、406人参加）
・先進地視察研修会（ウィメンズネットこまき28人参加、いなざわウィルネット15人参加・稲沢市役所）
・グループ企画研修会（4回開催　45人・90人･43人･41人参加）
・ウィメンズネットこまき研修会（1回開催）
・情報誌Windの発行（2回発行）
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新基本計画
（平成26年～平成30年）

基本施策 17 展開方向 2

予算区分 一般会計

女性活動推進事業

令和２年度以降

款 ４10 中大
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４．総合評価
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事務事業評価による額

ネットワークの活動内容は年々スキルアップし充実したものとなっているが、女性団体の高齢化は
否めないため、女性団体の活力を維持する方策を探り、女性団体のさらなる活性化を図る。
平成30年度には、団体登録に関する基準の見直しを行った。今後、講座受講者へ同好会立ち上げ
の声かけをし、加入団体を増やすために、加入しやすいネットワークづくりに取り組んでいく。また、
ホームページやフェイスブックを使い、構成員の若い団体の目にとまりやすくし、加入につながるよ
うに工夫していく。
また、引き続き、審議会等附属機関への女性登用率上昇をねらい、女性人材バンクの新規登録者
数を伸ばすために、講座の講師や講座受講者にも登録を呼びかけることで人材確保に努める。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

ウィメンズネットこまき加入団体数は停滞傾向である。子育て期の若い年齢層の団体の加入があっ
た一方、全体的に女性団体の高齢化に伴い、活動が停滞する団体が見受けられる。リーダーの育
成・女性の自立を促進を継続して実施していく。また、審議会等附属機関への女性登用率上昇をね
らい、女性人材バンクの新規登録者数を伸ばすために、平成30年度は、講座の講師や講座受講者
にも登録を呼びかけ、人材確保に努めた。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの
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